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七
城
町
般
会
計
予
算
は
3 
4
億
^
o
)
0
0
0
万
に

私
た
ち
の
暮
ら
し
や
ま
ち
づ
く
り
に
必
要
な
町
の
予
算
な
ど
を
審
議
す
る
「
平

成
8
年
第
1
回
定
例
会
」
は
︑
3
月
8
日
か
ら
2
日
ま
で
の
会
期
で
開
か
れ
ま

し
た
︒
一
般
会
計
の
当
初
予
算
額
は
前
年
度
当
初
予
算
額
に
比
べ
^
・
^
(
­

億　
­
0
0
円
)

減
額
の
3
4
億
^
­
a
i
c
o
o
万
円
と
な
り
ま
し
た
︒
主
な
減
額
の

要
因
は
公
営
住
宅
建
設
・
ふ
る
さ
と
農
道
整
備
事
業
・
地
区
公
民
館
建
設
等
の

減
額
に
よ
る
も
の
で
す
︒
こ
こ
で
は
本
年
度
の
施
政
方
針
と
予
算
の
概
要
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
︒

這諏訪愚闇︑Lrノ‡jML

命
日

施政方針のあらまし

農
業
が
七
城
町
の
基
幹
産
業
で
あ
り
ま
す
︒
夢
と
希
望
を
も
っ
て
農
業
後
継
者
が
就
農
で
き
る
環
境
づ
く

り
と
︑
安
心
し
て
営
農
で
き
る
足
場
づ
く
り
を
'

農
業
団
体
と
行
政
が
力
強
く
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
創
る
こ

と
が
大
切
で
す
︒
畜
産
再
編
総
合
対
策
事
業
︑
快
適
な
畜
産
経
営
環
境
モ
デ
ル
地
域
育
成
事
業
に
取
り
組
み
へ

畜
産
農
家
及
び
周
辺
の
環
境
整
備
に
役
立
て
て
ま
い
り
ま
す
︒

農
道
の
舗
装
を
団
体
営
農
道
等
に
よ
り
推
進
し
︑
農
作
物
の
輸
送
や
農
作
業
の
効
率
化
に
寄
与
す
る
と
と

も
に
へ　
こ
れ
か
ら
の
農
業
農
村
の
生
活
環
境
整
備
を
推
進
す
る
た
め
に
︑
農
村
総
合
整
備
事
業
に
取
り
組
み
へ

事
業
の
認
定
に
向
け
て
最
大
の
努
力
を
致
し
ま
す
︒

地
域
住
民
の
就
労
の
場
確
保
と
所
得
の
向
上
を
図
る
た
め
︑
公
害
の
な
い
有
望
視
さ
れ
る
企
業
の
誘
致
を

図
り
'

零
細
中
小
企
業
者
の
育
成
強
化
を
図
り
な
が
ら
︑
商
工
会
・
企
業
連
絡
協
議
会
と
の
連
携
を
強
化
し

ま
す
︒
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
に
よ
り
︑
快
適
環
境
づ
く
り
整
備
計
画
︑
ふ
れ
あ
い
運
動
公
園
の
整
備
︑
ふ
る

さ
と
活
性
化
事
業
︑
海
外
研
修
を
通
し
て
'

若
者
が
定
住
し
た
い
環
境
整
備
を
推
進
し
ま
す
︒

社
会
福
祉
と
保
健
衛
生
の
充
実
と
生
活
環
境
の
整
備

行
政
と
住
民
に
と
っ
て
は
︑
保
健
・
医
療
・
福
祉
は
三
位
一
体
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
︒
こ
の
こ
と
を

踏
ま
え
︑
福
祉
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
︒

暖
か
い
思
い
や
り
と
極
め
細
や
か
な
福
祉
行
政
の
推
進
へ
併
せ
て
健
康
で
生
き
が
い
を
持
ち
︑
安
心
し
て

過
ご
せ
る
長
寿
福
祉
社
会
︑
町
づ
く
り
と
と
も
に
指
導
者
の
育
成
︑
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
︑
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
︑

給
食
サ
ー
ビ
ス
へ
温
泉
宅
配
サ
ー
ビ
ス
な
ど
一
層
の
社
会
福
祉
を
社
会
福
祉
協
議
会
と
と
も
に
推
進
し
ま
す
︒

健
康
づ
く
り
︑
疾
病
予
防
︑
ガ
ン
対
策
︑
成
人
病
予
防
等
健
康
診
断
を
徹
底
的
に
推
進
す
る
た
め
に
へ
保

健
婦
に
よ
る
家
庭
訪
問
指
導
を
よ
り
一
層
強
化
致
し
ま
す
︒

生
活
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
は
︑
地
域
住
民
が
快
適
な
生
活
が
営
ま
れ
る
環
境
整
備
を
促
進
し
ま
す
︒
農

業
集
落
排
水
事
業
に
よ
り
︑
北
部
地
区
の
基
本
計
画
策
定
︑
南
部
地
区
の
基
本
設
計
を
実
施
し
ま
す
︒
又
︑

中
央
地
区
を
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事
業
に
よ
り
設
計
を
行
な
い
ま
す
︒

県
道
の
改
良
整
備
計
画
に
つ
い
て
は
︑
積
極
的
に
協
力
し
て
い
き
ま
す
︒

町
道
の
道
路
網
の
整
備
改
良
に
つ
い
て
は　

(
仮
称
)

高
田
・
坂
本
線
の
新
設
改
良
に
向
け
て
実
施
設
計
分

を
計
上
し
て
推
進
し
ま
す
︒

河
川
改
修
計
画
に
つ
い
て
は
へ
辺
田
堰
改
修
と
山
崎
堰
改
修
の
促
進
に
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
︒
又
へ
菊

池
川
本
流
で
は
︑
加
恵
堰
の
改
修
が
残
っ
て
お
り
︑
議
会
の
協
力
と
地
元
関
係
者
の
理
解
と
協
力
を
お
願
い

し
て
'

工
事
の
受
け
入
れ
体
制
を
図
っ
て
い
き
ま
す
︒

●

地方譲与税1.7%)
5800万円

その他(2.0%)
6411万6千円

●
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2
1
世
紀
に
向
け
て
益
々
進
展
す
る
高
度
情
報
化
︑
国
際
化
社
会
に
対
応
し
得
る
人
づ
く
り
が
必
要
で
あ
り

ま
す
︒
そ
の
た
め
に
は
'

学
校
教
育
︑
社
会
教
育
︑
家
庭
教
育
の
充
実
と
連
携
が
必
要
で
あ
り
ま
す
︒

学
校
教
育
に
お
い
て
は
︑
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
す
る
教
育
環
境
の
醸
成
に
努
め
︑
知
育
偏
重

に
な
ら
な
い
よ
う
に
個
性
と
創
造
性
を
伸
ば
す
と
と
も
に
︑
人
の
痛
み
の
わ
か
る
教
育
を
目
指
し
て
ま
い
り

ま
す
︒　

社
会
教
育
に
お
い
て
は
'

生
活
の
充
実
を
求
め
て
町
民
の
多
様
且
つ
高
度
な
学
習
意
欲
に
応
え
︑

精
神
的
︑
文
化
的
な
充
実
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
︑
各
種
講
座
等
の
生
涯
に
わ
た
る
学
習
活
動
に
力
を
注
ぎ
︑

創
造
力
豊
か
な
人
間
づ
く
り
に
努
め
る
た
め
︑
生
涯
学
習
の
充
実
を
図
り
︑
学
習
効
果
を
高
め
ま
す
︒

地
域
づ
く
り
︑
人
づ
く
り
は
公
民
館
活
動
が
中
心
と
な
り
へ
自
ら
の
地
域
は
自
ら
の
考
え
で
自
ら
実
践
し

て
い
く
「
ふ
る
さ
と
活
性
化
推
進
事
業
」
を
通
し
て
公
民
館
の
活
用
を
推
進
し
ま
す
︒

社
会
体
育
の
振
興
に
つ
い
て
は
︑
町
・
体
育
協
会
・
教
育
委
員
会
が
推
進
す
る
各
種
イ
ベ
ン
ト
行
事
を
中

心
に
︑
ソ
フ
ト
面
の
充
実
を
図
っ
て
参
り
た
い
と
考
え
︑
今
後
の
イ
ベ
ン
ト
行
事
の
集
約
化
を
検
討
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
︒

注
こ
の
あ
ら
ま
し
は
︑
全
文
よ
り
抜
す
い
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
︒

一般 会 計 34億 4980万 円

特
刺
会
計

国民健康保険 5億 2094万 2千 円

老 人保 険 8億 1396万 7千 円

総 額 47億8470万 9千 円

町民1人当たりの町税額は
6 7 , 3 50 円

平成8年度3月31日現在の
人口6019人で計算

一般会計に見る主な事業

産
業
の
振
興

・
農
林
水
産
業
振
興

(
県
営
花
房
中
央
地
区
担
い
手
育
成
基
盤
整

備
事
業
)

(
都
市
農
相
交
流
等
推
進
活
動
事
業
)

(
県
営
赤
北
地
区
担
い
手
育
成
基
盤
整
備
事
業
)

(
農
村
総
合
整
備
事
業
)

観
光
振
興

・
リ
バ
ー
サ
イ
ド
パ
ー
ク
建
設
事
業

(
温
泉
交
流
施
設
整
備
工
事
)

・
河
川
快
適
環
境
づ
く
り
整
備
事
業

生
活
環
境
整
備

・
消
防
施
設
整
備
事
業

・
市
町
村
道
路
整
備
事
業

(
水
次
橋
高
島
線
改
良
舗
装
)

(
西
郷
橋
流
川
線
改
良
舗
装
)

(
出
水
グ
ラ
ウ
ン
ド
線
改
良
舗
装
)

・
農
道
整
備
事
業

(
山
崎
農
道
舗
装
)

・
公
営
住
宅
周
辺
整
備
事
業

(
北
地
区
ゲ
1
­
ボ
ー
ル
場
)

・
雇
用
促
進
住
宅
関
連
整
備
事
業

・
下
水
道
整
備
事
業

(
南
部
地
区
農
業
集
落
排
水
事
業
)

(
中
央
地
区
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事
業
)

社
会
福
祉
の
充
実

二
o
E
齢
者
福
祉
施
設
建
設
事
業
補
助

・
在
宅
福
祉
事
業
補
助

教
育
文
化
の
振
興

・
瀬
戸
口
公
民
館
建
設
事
業

・
宮
園
公
民
館
建
設
事
業

・
生
涯
学
習
事
業
の
推
進

人
と
自
然
と
環
境
に
優
し
い
活
力
の
あ
る
町
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
1
.

ら
­



"
焼
酎
づ
く
り
"

J
.u

周
㎣
七
城
町
消
防
操
法
大
会

郷
土
愛
護
の
勇
姿

心

新
た
な
農
産
物
加
工
商
品
開
発
へ
取
り
組
む

七
城
町
自
然
栽
培
れ
ん
げ
米
研
究
(
l
H

3
月
1 
3
日
︑
球
磨
郡
多
良
木
町
の
宮

元
酒
造
へ
"

れ
ん
げ
米
H
に
よ
る
焼
酎
を

作
る
た
め
︑
冨
田
親
由
会
長
ほ
か
会
員

9
名
と
酒
小
売
業
者
3
名
で
れ
ん
げ
米

を
納
入
︒

宮
元
酒
造
社
長
の
宮
元
孝
一
さ
ん
は
︑

焼
酎
づ
く
り
に
た
い
へ
ん
こ
だ
わ
っ
て

お
ら
れ
︑
"

米
ど
こ
ろ
七
城
町
H
の
素
晴

ら
し
い
米
で
︑
完
全
無
農
薬
の
れ
ん
げ

米
な
ら
ば
︑
と
て
も
お
い
し
い
焼
酎
が

で
き
る
と
太
鼓
判
を
お
さ
れ
ま
し
た
O

こ
の
焼
酎
は
︑
平
成
8
年
目
月
頃
に

は
出
来
上
が
り
︑
半
年
間
寝
か
せ
て
熟

成
さ
せ
た
後
に
︑
町
内
の
取
り
扱
い
店

を
通
し
て
販
売
さ
れ
る
予
定
で
す
︒

焼
酎
の
名
称
は
ま
だ
決
ま
っ
て
お
ら

ず
︑
こ
れ
か
ら
研
究
会
で
一
般
公
募
な

ど
に
よ
り
登
録
商
標
の
決
定
を
行
う
事

に
な
る
と
冨
田
会
長
は
話
さ
れ
て
い
ま

す
︒れ

ん
げ
米
の
お
い
し
い
焼
酎
が
で
き

る
の
が
楽
し
み
で
す
ね
︒

守全確実
かつ迅i酎こ

第
2 
7
回
七
城
町
消
防
操
法
大
会
が
4
月
1 
4
日
(

日
)

町
営
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
開
催
さ
れ
'

本
部
機
動
班
が
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
︒

こ
の
大
会
は
︑
火
災
の
い
か
な
る
状
況
下
に
お
い
て
も
安
全
確
実
か
つ
迅

速
に
任
務
を
遂
行
し
︑
技
術
の
錬
磨
と
部
隊
と
し
て
の
連
帯
を
体
得
す
る
た

め
に
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
︒

出
場
班
2
2
チ
ー
ム
は
︑
8
日
の
全
体
訓
練
か
ら
連
日
に
わ
た
る
夜
間
ナ
イ
タ
ー
訓
練
の
成

果
を
緊
張
感
た
だ
よ
う
中
︑
午
前
9
時
か
ら
す
ば
ら
し
い
操
法
競
技
を
披
露
し
ま
し
た
︒
選

手
の
皆
さ
ん
お
疲
れ
様
で
し
た
︒

な
お
︑
本
大
会
の
結
果
︑
本
部
機
動
班
と
第
2
分
団
高
田
班
は
8
月
開
催
さ
れ
る
菊
池
郡
操

法
大
会
に
出
場
し
ま
す
︒

上
位
チ
ー
ム
の
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
︒

●

◆
優　

勝　

本
部
機
動
班

指
揮
者　

加
来　

留

2
番
員　

緒
方
圭
治

1
番
員　

田
代
誠
士

3
番
員　

古
田
十
咲

◆
第
2
位　

第
2
分
団　

台
・
瀬
戸
口
班

指
揮
者　

笠　

英
輝　
　

1
番
員　

古
庄
洋
巳

2
番
員　

古
荘
博
和　
　

3
番
員　

村
上
尚
穂

◆
第
3
位　

第
2
分
団　

辺
田
・
荒
牧
班

指
揮
者　

山
内　

潤

2
番
員　

隈
部　

淳

◆
第
4
位　

第
1
分
団　

山
崎
班

指
揮
者　

石
本
恵
朗

2
番
員　

緒
方
康
弘

◆
第
5
位　

第
5
分
団　

板
井
班

指
揮
者　

原　

邦
博

2
番
員　

本
山
一
広

1
番
員　

隈
部　

稔

3
番
員　

岡
本
芳
典

1
番
員　

緒
方
公
r

3
番
員　

緒
方
稔
久

1
番
員　

坂
本
道
博

3
番
員　

坂
本
一
幸

畢
戚
爵
革
贋

箪・・J準

山　

崎　

緒
方　

大
地

上
水
次　

小
林　

尚
矢

.村上','i;司

小
林　

紘
和

村
上　

星
也

岡　

田　

深
町
友
里
可

流　

川　

坂
崎　

晴
香

津
軽
竜
之
介

●

樋
口
友
美
奈

豊
田　

真
実

平
田　
玲
奈

冨
田　

和
樹

前
田　

智
美

古
荘　

祐
樹

古
庄
香
緒
理

古
庄　

一
麿

古
間
'

蝣
#
1
批

古
閑　

美
香

­H­v 
ra壱

瀬
田　

美
咲

村
上　

明
良

山
東　

祥
伍

岩
下　

彩
香

久
川　

修
平

楳
田　

章
恵

武
永
健
太
郎

池
崎　

圭
祐

本
田　

裕
貴

加　

恵　

栗
原　

俊
介

菊
永　

智
英

石
井　
透

五　

海　

福
山　

邦
彦

後
藤　

将
博

西　

郷　

寺
田　

梓

間　

所　

吉
井
友
理
奈

横
手　
希

城　
恵
利
加

岩　

瀬　

木
下　

哲
平

梶　

迫　

宇
塚　

洋
子

高野'­*t佳

宮
本
美
沙
都

高
野　
和
幸

林　

原　

前
田　

悠
喜

[s. 
'ri3　

沖村

本　

村

　̂
4
1

穂
泉　

勇
樹

fa木　
!」'.;=

園
田　

泰
斗

怒
留
湯
友
博

田
代　
将
太

本
山　

綾
香

美
麗
み
ず
き

戸
田
島　

中
川　

義
裕

田　

中　

前
田　

渚

本
田　

加
奈

本　

村　

田
代　

健
太

松
永　

優
紀

田
代
里
紗
子

内　

島　

緒
方　

茜

小
野
崎　

宮
崎　

晃

岩
下　

耕
大

上
津
原　

彩

鑓
水
か
は
り

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

3
月
2 

9
日
町
屋
内
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
︑
町
民
の
健
康
の
保
持
増
進
を
目
的
と
し
た
国

民
健
康
保
険
主
催
に
よ
る
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が

入
学
お
め
で
と
う
︑
新
一
年
生
!

o
l】



健
康
の
ひ
ろ
ば

色

シ
ミ
・
ソ
バ
カ
ス
に

ご
用
心

日
光
と
健
康

日
光
は
'

生
体
リ
ズ
ム
を
整
え

た
り
'

骨
を
つ
く
る
の
に
必
要
な

ど
タ
ミ
ン
D
の
体
内
で
の
生
成
を

助
け
た
り
と
︑
私
た
ち
の
健
康
に

欠
か
せ
な
い
も
の
︒
し
か
し
︑
そ

の
反
面
浴
び
す
ぎ
て
し
ま
う
と
シ

ミ
や
ソ
バ
カ
ス
を
つ
く
り
︑
日
射

病
や
皮
膚
が
ん
の
原
因
に
な
り
ま

す
︒
「
こ
ん
な
は
ず
じ
ゃ
­
」
と

い
う
こ
と
に
な
ら
な
い
た
め
に
は

つ
き
あ
い
方
に
工
夫
が
必
要
で
す
︒

分
F

詔wH4wo髭:'〇すに

­
日
光
の
タ
イ
プ
を
知
ろ
う

U
V
・
A
/
サ
ン
タ
ン
(
s
u

n
+
蝣
・
C
O
c
)

反
応
を
起
こ
し
て
肌

の
メ
ラ
ニ
ン
色
素
を
増
や
し
︑

黒
く
す
る
︒
肌
が
赤
く
な
る
よ

う
な
炎
症
を
起
こ
す
こ
と
は
な

い
が
︑
浴
び
す
ぎ
る
と
シ
ミ
や

た
る
み
の
原
因
に
な
る
︒
曇
り

や
雨
の
日
で
も
肌
に
と
ど
く
︒

∪
∨
・
B
/
肌
に
も　

サ
ン
バ

ー
ン
(
s 
u 
c
­
Q
=
S　
<
=
)

反
応

と
い
う
赤
い
炎
症
を
起
こ
し
︑

ひ
ど
い
と
き
に
は
水
ぶ
く
れ
ま

で
つ
く
る
︒
海
水
浴
な
ど
屋
外

で
火
傷
の
よ
う
な
ひ
ど
い
日
焼

け
を
つ
く
る
犯
人
は
コ
レ
︒

2
U
V
カ
ッ
ト
化
粧
品
に
つ
い
て

e
n
o
­
u
­
(

サ
ン
ケ
ア
指
数
)

の

見
方

c
o
Q
­
U
­
t
­
1
∪
∨
カ
ッ
ト
効
果

が
約
2
5
分
あ
る
こ
と
を
示
す
︒

し
た
が
っ
て
、
c
O
Q
_
U
_
。
O
と
は
、

2
×
2 

5
分
=
7 

5
分
(
1
時
間
1
5

分
)

と
い
う
こ
と
︒

3
肌
を
焼
く
前
の
タ
ブ
I

「
果
物
」

果
物
は
ビ
タ
ミ
ン
C
を
た
く
さ

ん
含
ん
で
い
ま
す
が
︑
同
時
に

「
ソ
ラ
レ
ン
」
と
い
う
物
質
も
含

ん
で
い
ま
す
︒
こ
れ
は
︑
紫
外

線
に
敏
感
に
反
応
す
る
た
め
︑

シ
ミ
や
ソ
バ
カ
ス
の
原
因
に
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
︒
日
に
当

た
る
前
に
果
物
を
食
べ
る
の
は

避
け
た
ほ
う
が
無
難
で
す
︒

O
o
.

一
i
V
?
t
t
&
U
3
>
蝣
i
(
l

M
c
.
,

宰
・
・
;

最
近
︑
こ
こ
ろ
の
病
気
が
増

え
て
い
ま
す
.
1
人
で
悩
ま
ず
'

お
気
軽
に
御
相
談
下
さ
い
︒

o
対
象
者

眠
れ
な
い
'

食
欲
が
な
い
︑

や
る
気
が
な
い
等
で
お
悩
み

の
方
︒
飲
酒
の
問
題
や
お
年

寄
り
の
性
格
・
行
動
の
変
化

等
で
対
応
に
困
っ
て
い
る
方

や
関
係
者
︒

焉
)

日
時
及
び
場
所

①
毎
月
第
2
木
曜
日

午
前
1
 
0
時
～
午
後
0
時

②
毎
月
第
3
金
曜
日

午
後
2
時
～
午
後
4
時

③
毎
月
第
1
・
3
木
曜
日

午
後
2
時
～
午
後
4
時

菊
池
保
健
所

質
.

相
談
担
当
者　
精
神
科
医
師

・
慧
相
談
料
金　
無
料

※
相
談
に
は
︑
予
約
が
必
要
で

1
3

※
相
談
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
︒

お
問
い
合
わ
せ

菊
池
保
健
所

T
r
ヒ
_
i
c
¥
i
L
n
　
・
"
3
-
i

・

　

(

/
­
­
­
I

大
恩
焼
け
し
す
ぎ
て
し
ま
っ
た
ら

J

l

分

7

1

1

︑

7

3
　

g
　

!
冷
や
す
1
日
焼
け
は
I

種
の
火

傷
︒
ほ
て
り
を
抑
え
る
効
果
の

あ
る
化
粧
品
を
使
う
か
︑
濡
ら

し
た
タ
オ
ル
を
冷
蔵
庫
で
冷
や

し
た
も
の
を
当
て
る
︒

ビ
タ
ミ
ン
(

と
く
に
C
)

や
た
ん

ば
く
質
を
と
る
1
肌
が
早
く
回

復
し
や
す
く
な
る
︒

ツへ!しクリン及び
BCG拍種のお知らせ

下記のとおり集団接種を実施します。
那寺:5月21日(火)ツベルクリン

5月23日(木　BCG
(ツベルクリン判定陰性者のみBCG
実施)
受付時間　午後1時15分～午後1時

45分まで
場所二七城町多目的研修センタ­
対象者:生後6­48カ月までの乳幼児で
まだツベルクリンを受けていない者
持参晶:問診票及び母子手帳
注意事項:①BCG接種後1カ月以内は、
他の予防接種は受けられません。
②予防接種手帳をよく読んで、御来場下
さい。
※ツベルクリン判定陽性者は再度6月4日

にツベルクリンを実施し、 6月6日判定後、
陰性者に対してBCGを行います。

●　　●

日 月 火 水 木 金 土

′
●心配ごと相談
(老人福祉センター)

9:00

2 ∴
●憲法記念日

磨
●国民の休日

∴ @ 7 g ク ′♂
●こどもの日 ●振替休日

●心配ごと相談
(多目的研修センタI )

9:00

●さわやか行政
S fiSI

10:00
●まちづくり

推進委員会
13:30

●郡市民体育祭
結団式
(屋内スポーツセン
タ­) 19:30

●育児教室
(多目的研修センタ】)
13:30­ 15:30

●郡市国保協
議会総会
(狗蚊国城)

16:00

∴∵ 7 3 7 4 75 1 6 ′7
メ●中学校体育祭 ●菊池郡体育 ●例月出納検査 ●心配ごと相談 ●独居老人会

指導委員協 10:00 (多目的研修センタ【) 食会
議会総会
(町中央公民館) ●区長会議

13=30
9:00

●民生委員会
ー3:30

(老人福祉センター)
10:00

∴「 2 0 2 7 2 2 2 3 2 4 I+二+++++
I:/A(,I/●第48回菊池郡 ●乳児健診 ●心配ごと相談 . 社会福祉協議会監査●農業委員会

市民体育祭 (多目的研債センタl ) (内島公民館) 9=00 9:00 13:30
(西合志町. 合志 9:30­ l l :30 ●行政相談(内島公民館) ●ツベルクリン判定 ●リハビリ教室
町. 潤水町) 9:00~ 12:00 BCG 14:00­ 16:00

●県母子、寡婦
●ツベルクリン注射

(多目的研修センタ】)
(多目的研修センタ一)

13: 15­ 13:45
●第絹物、保、小、

中全員研修会
父子運動会

●県身体障害者
13:15­ 13:45

●議会全員協議会
13:30

●教育委員会
13:30

●体育指導委員会
15:30

●熊本県戦後生まれ
首長会議(七城町)

体育大会 ●小、中連絡会15:30
. レントゲン積診

(各区巡回)~ 28日

20:00 ～25日

2 6 2 7
●社会福祉

協議会理事会
10:00

●社会福祉協議
会評議員会

13:30
. 町防災会議

13:30

2 g 2 ク
●ひとづくり

推進委員会
13:30

●全国治水大会
(滋賀県大津市)

～30日

3 0 3 7

忘れんごつしてね!

噂
塔
し
ろ
力
し
◆
/
ダ
ー

ら
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家
族
経
営
協
定

報
償
金
交
付
式

職
員
移
動
の
お
知
ら
せ
心

4
月
1 
0
日
に
家
族
経
営
協
定
の
調
印
式
と
新
規
就
業
者
育
成
の
た
め
の

報
償
金
交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
︒

調
印
式
で
は
緒
方
町
長
を
立
会
人
に
元
村
区
の
堀
田
勝
昭
さ
ん
・
菰
入

区
の
早
川
倭
幸
さ
ん
の
2
農
家
が
労
働
条
件
や
給
料
・
休
日
等
今
後
の
農

業
経
営
に
つ
い
て
契
約
を
交
わ
し
ま
し
た
︒

ま
た
報
償
金
の
交
付
で
は
1 
0
名
の
新
規
就

▽
小
学
校

転
出
者

教
諭

ク講
師

転
入
者

教
諭

i/中辛'. 
'蝣>[

転
出
者

教
諭

〃

東　

智
恵
子

高
島　

裕
子

森
山　

恵
美

吉
良
智
恵
美

菊
之
池
小

沼
水
西
小

沼
水
東
小

県
国
際
課

. 
1　
町llb̂
i

住
民
係
長

平
井
美
喜
江

(
会
計
課
会
計
係
長
)

福
祉
係
長　

大
矢
野
美
恵
子

(
建
設
課
参
事
)

腎
生
活
環
境
課

課
長
補
佐
兼
環
境
保
全
係
長

井藤憲幸(保全係長一

富里英雄
S48年9月12日生
・配属先
(企画開発課)し

工′i
・ひとこと

課
付

本
山

中
村

ク　
　

宮
本

転
入
者

教
諭　

福
田

〃　
　

高
橋

ク　
　

上
野

〃　
　

梅
田

非
常
勤
講
師

群
司

退
職
者

講
師　

岡
本

和正雄
美二二

厚　　祥　　和啓由和
宏和美憲

西
合
志
南
中

酒
水
中

帯
山
中

酒
水
中

山
西
小

iSt­Sl!

新
規
採
用

竺
産
業
娠
里
謡

主
事

主
事

i　
蝣蝣,Jt;遺.:

参
事

マ
会
計
諾

会
計
係
長

Ⅴ
教
育
課

主
査

久
川
知
己
(

建
設
課
)

県
土
地
改
良
事
業
団
連

合
会
へ
出
向

古
田
十
咲
(

税
務
課
)

田
代
誠
也
(

教
育
課
)

牧
美
代
志

(
産
業
振
興
課
)

田
代
勝
子

(
町
民
課
住
民
係
長
)

五
丁
克
彦

(
産
業
振
興
課
)

,了　
肯Ft'

課
長
補
佐
兼
総
務
係
長

牧　
建
生
(

総
務
係
長
)

T止画偶発z::::

企
画
係
長　
知
里
口
孝
子
(

参
事
)

開
発
係
長　

古
閑
昭
二
郎

(
町
民
課
福
祉
係
長
)

腎
税
務
課

課
長
補
佐　

前
田
孝
博

一
企
画
開
発
課
長
補
佐
兼
企
画
係
長
一

÷
退
職
者

長
年
に
わ
た
り
'

町
発
展
の
た
め
貢

献
さ
れ
ま
し
た
︒
大
変
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
︒

会
計
課
長　

岡
本
君
代

総
務
課
参
事
日
代
敦
子

I/r寒詣厩蛸　靖テ1
荒木香織
S52年5月24日生
・配属先
(企画開発課)

高野恭子
S46年8月22日生
・配属先
(町民課)

冨田和彦
S48年6月1日生
・配属先
(産業振興課)

4?>
・ひとこと

先輩方を見習い­日も早　　おっとりした性格ですが　　目分なりに精一杯がんば　まだ右も左もわかりませ
く一人前になれるようが　　私なりにがんばっていき　　ります。　　　　　　　　　んが早く仕事に慣れるよ
んぼります。　　　　　　　たいと思っています。　　　　　　　　　　　　　　　　うにがんばります。

●

●

い
じ
め
防
止
・

撲
滅
標
語

い
じ
め
は
︑
歪
ん
だ
心
の
は
け

口
と
も
言
わ
れ
ま
す
︒
学
級
で
も

つ
ら
さ
を
言
え
な
い
友
達
が
い
な

い
か
を
み
ん
な
で
考
え
ま
す
︒
家

庭
で
も
話
せ
る
雰
囲
気
づ
く
り
を

お
願
い
し
ま
す
︒

相
子
の
・ 
I
)

を
思
い
や
ろ
う
­
・

考
え
よ
­
!

見
つ
め
よ
う
!

(
赤
星
亜
希
)

人
の
命　

い
じ
め
な
ん
か
で

終
わ
ら
せ
ま
い

(
舌
閑
由
骨
)

い
じ
め
を　

許
す
心
が

い
-
巾
~
#
-
*
-
c

(田代祐達)

七
城
中
・
生
徒
会

‥
H

ちゃんとチェック!

国
民
年
金
に
は

保
険
料
免
除
制
度
が

あ
り
ま
す

保
険
料
は
納
め
た
い
け
れ
ど
︑

経
酒
的
な
理
由
で
ど
う
し
て
も
納

め
る
こ
と
が
で
き
な
い
︒
そ
ん
な

と
き
の
た
め
に
︑
保
険
料
の
免
除

制
度
が
あ
り
ま
す
︒

免
除
制
度
に
は
︑
法
定
免
除
(

障

害
基
礎
年
金
や
生
活
保
護
を
受
け

て
い
る
と
き
)

と
︑
申
請
免
除
(

経

済
的
な
理
由
で
納
付
が
困
難
と
認

め
ら
れ
る
と
き
)

が
あ
り
ま
す
︒
申

請
免
除
は
︑
毎
年
へ　
申
請
が
必
要

です︒免
除
を
受
け
た
期
間
に
つ
い
て

は
へ　
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
す
る

と
き
に
年
金
額
が
実
際
に
納
め
た

場
合
の
3
分
の
­
に
な
っ
て
し
ま

います︒

免
除
期
間
に
つ
い
て
は
︑
1 
0
年
前

ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
付
す
る
こ

と
が
で
き
る
追
納
制
度
が
あ
り
ま

す
︒
追
納
し
た
期
間
は
'

納
付
期

間
と
同
じ
と
み
ま
す
の
で
年
金
額

が
加
算
さ
れ
ま
す
︒
追
納
に
つ
い

て
は
︑
2
年
が
経
過
す
る
と
加
算

が
つ
き
ま
す
︒

詳
し
く
は
︑
役
場
町
民
課
の
国

民
年
金
係
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
︒

春
季
行
政
相
談
週
間
に

つ
い
て

合
併
処
理
浄
化
槽

設
置
補
助
に
つ
い
て

苓
蝣
Z
r
^
U

O
北
地
区
の
全
部

(
平
成
8
年
度
迄
)

○
新
吉
閑
へ　
清
水
︑
宮
園
　ヽ

菰

入
︑
蟹
穴
(

当
分
の
間
)

補
助
額

5
月
1 

9
日
(

日
)

か
ら
5
月
2 

5
日

(
土
)

ま
で
の
一
週
間
は
︑
春
季
行

政
相
談
週
間
で
す
︒

公
正
・
中
立
な
立
場
で
も　
行
政

に
対
す
る
苦
情
や
意
見
等
に
つ
い

て
皆
さ
ん
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま

1
3相

談
は
無
料
で
秘
密
は
守
ら
れ

ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ

い
︒

行
政
相
談
員

嶋
田
時
枝
さ
ん

住
所

七
城
町
大
字
高
島
5
3
5

I

­

L

J

J
 

I

C

V

J

­

^

I

­

・
　

O

N

O

O

O

O

8 6 5 人
10 人 7 人 人 槽
人 槽 人 槽 槽 区
槽 ～ 槽 ～ 分

8 4 3

金

顔

0 5 0
0 0 0
10 ,0 ,0

0 0 0
0 0 0
円 円 円

申
込
方
法

設
置
予
定
の
方
は
︑

早
め
に
生
活
環
境
課

へ
申
込
み
下
さ
い
︒

ゴ
ミ
焼
却
炉

購
入
補
助
に
つ
い
て

対
象
者

七
城
町
内
に
住
所
を
有
す
る
者

補
助
額

焼
却
炉
購
入
代
金
(
1
万
5
千
円

以
上
に
限
る
)

の
3
分
の
­
と
し

1
万
円
を
上
限
と
す
る
︒

(
例
)

焼
却
炉
購
入
代
金

o
j

m
'
0
0
0
円
の
場
合

c
¥
i

m
'
0
0
0
円
×
r
­
¥
︒
0
­

0
0
'
r
o
c
o
c
0
円
(

千
円
未
満
切
捨
て
)

∴
c
o
r
o
o
0
円

I 'lllD求方法

焼
却
炉
購
入
代
金
領
収
証
と
印

鑑
持
参
の
上
生
活
環
境
課
ま
で

※
お
問
合
せ
は
'

生
活
環
境
課

℡
2
5

­
­　
o 
o 
o

合併処理浄化槽や変則合併
処理装置を設置した場合は、単
独処理浄化槽を設置した場合
に比べ、川などに放流される汚
れの量が8分の1になります。

●数億は1人が1日に出す水質汚濁物質
の量をBODで表したものです。

生活雑排水の汚れの量
台所・洗たく
風呂などの
汚れはそのまま

(
.
h
月
の
お
知
ら
せ
&
い
ろ
ん
な
お
知
ら
せ
盛
り
沢
山
I 

O
‥



健康が一番ね!

(
l
h
月
の
お
知
ら
せ

+　　　　~ ~li-ら

paE畷d'

チ
ェ
ッ
ク
は
済
ん
だ
?

お見のがしなく!

救
命
講
習
を

受
講
し
ま
せ
ん
か
!

救
急
隊
が
現
場
到
着
す
る
ま
で

に
'

現
場
に
居
合
わ
せ
た
人
達
が

適
切
な
応
急
手
当
を
す
る
こ
と
で
︑

傷
病
者
の
命
が
助
か
る
率
が
高
く

な
り
ま
す
︒

こ
の
た
め
︑
当
消
防
本
部
で
は
︑

以
前
か
ら
皆
さ
ま
に
応
急
手
当
等

の
講
習
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
︑

こ
の
た
び
︑
次
の
救
命
講
習
を
行

います︒
普
通
救
命
講
習
(
3
時
間
講
習
)

・
成
人
に
行
う
心
肺
蘇
生
法
と
大

出
血
時
の
血
の
止
め
方
等

・
∵
上
級
救
命
講
習
(
8
時
間
講
習
)

B
成
人
か
ら
赤
ち
ゃ
ん
ま
で
の
心

肺
蘇
生
法
と
大
出
血
時
の
血
の

止
め
方
等

C
傷
病
者
の
管
理
の
仕
方

︒
外
傷
の
手
当
の
仕
方

Q
傷
病
者
の
運
び
方

講
習
を
修
了
さ
れ
た
方
に
は
'

救
命
技
能
を
有
す
る
こ
と
が
認
め

ら
れ
'

修
了
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
︒

受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は

菊
池
広
域
消
防
本
部
警
防
課

救
急
隊
ま
で

℡cMLO・COOIDCO

防
火
管
理
者
資
格

取
得
講
習
会

消
防
法
に
よ
り
店
舗
︑
旅
館
︑

病
院
等
で
3
0
人
以
上
︑
ま
た
学
校
︑

工
場
︑
事
業
所
等
で
5
0
人
以
上
の

者
が
出
入
り
し
勤
務
す
る
と
こ
ろ

は
防
火
管
理
者
を
選
任
し
︑
消
防

本
部
へ
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
︒

そ
の
資
格
取
得
の
た
め
の
講
習

会
を
実
施
し
ま
す
の
で
'

防
火
管

理
者
が
不
在
の
事
業
所
︑
ま
た
受

講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
受
付
期
間

内
に
申
込
み
を
行
っ
て
下
さ
い
︒

[titl　　
‥'­­. 
'*

1
日
目
­
6
月
1 

3
日
(

木
)

9
時
～
1
 
6
時
3
0
分

●

2
日
目
­
6
月
1 

4
日
(

金
)

9
時
～
1
 
6
時
3
0
分

菊
池
広
域
消
防
本
部
(
3
階
)

仰
憤
げ
慣
用
協
慢
暦
庸
惰
性
旧
し

菊
池
広
域
消
防
本
部　

予
防
課

5
月
2
0
日
(
月
)
～
6
月
1
 
0
日
(
月
)

E
a
a

詳
細
に
つ
い
て
は
︑
菊
池
広
域
消

防
本
部
(

予
防
課
)

ま
で
お
問
合
せ

下
さ
い
︒

(

(

­

L

U

­

J
 

C

¥

]

I

T

)

・

O

O

O

L

O

C

o

)

老
人
介
護
技
術
講
習
会

熊
本
県
女
性
職
業
セ
ン
タ
ー

童
謡
資
格

受
講
後
就
業
を
希
望
す
る
女
性
で

全
日
程
出
席
で
き
る
方

受
講
料

無
料
(

教
材
費
の
み
自
己
負
担
)

日
程
等
は
都
合
に
よ
り
変

更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
︒

時
間
　
1
0
時
～
1
 
6
時

場
所　

熊
本
県
女
性
職
業
セ
ン
タ
ー

講
習
室
他

熊
本
市
南
千
反
畑
町
3
・
7

県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
3
F

岡
闇
田
園
憾
脚

期
日　
5
月
8
日
(

水
)

9日(木)

時
間
　
1
0
時
～
1
5
時

場
所　

熊
本
県
女
性
職
業
セ
ン
タ
ー

講
習
空

間
細
岡
闇
回
国
岨

熊
本
県
女
性
職
業
セ
ン
タ
ー

熊
本
市
南
千
反
畑
町
3
・
7

℡Ocoto・COLDM"・CMrOOr

ウ
イ
ミ
ン
グ

熊
本
市
手
取
本
町
6
・
­

鶴
屋
8
F

℡
O
︒
)
1
︒
・
C
O
I
D
O
i

・
︒
)
0
0
)
0

'­蝣:i 
'i'∴　
['・/.[　

蝣.川

科
目　

老
人
介
護

定
員　

2 

0
名

日
程　

6
月
1 

0
日
1
7
月
2 

6
日

(
月
・
火
・
木
・
全
)

全
2 
8
日
間

証
明
書
の
交
付
手
数
料
が

変
わ
り
ま
す

平
成
8
年
5
月
1
日
よ
り
︑
住
民

票
や
印
鑑
登
録
証
明
書
等
の
各
種

証
明
書
の
手
数
料
が
変
わ
り
ま
す
︒

●

主
な
変
更
点
は

・
年
金
受
給
者
の
現
況
証
明
の

減
免

・
そ
の
他
証
明
の
金
額
改
定

住
民
票
謄
抄
本

2
0
0
円
を
3
0
0
円

戸
籍
附
票
謄
抄
本

2
0
0
円
を
3
0
0
円

住
民
票
記
載
証
明

2
0
0
円
を
3
0
0
円

(
公
的
年
金
現
況
証
明
)

2
0
0
円
を
減
免

印
鑑
登
録
証
明
書

2
0
0
円
を
3
0
0
円

印
鑑
登
録

2
0
0
円
を
3
0
0
円

印
鑑
再
登
録5

0
0
円　

現
行
通
り

そ
の
他
税
関
係
証
明

住
所
変
更
届
け
・
戸
籍
届
出
の
み

は
無
料
で
す
︒

*
詳
細
は
町
民
課
窓
口
へ

(
℡
c
v
J
L
D
・
t
­
O
O
O
内
線
3
8
)

お
上
は
年
度
末
の
せ
い
か
ど
こ
も

か
し
こ
も
通
行
止
め
で
バ
ッ
ク
し
た

り
聞
い
た
り
引
返
し
た
り
す
る
う
ち

「
何
さ
ま
こ
こ
が
二
重
峠
ば
い
た
︒

よ
う
見
よ
ん
な
っ
せ
」
と
K
氏
︒
言

う
程
も
な
く
豊
後
街
道
の
記
念
碑
を

見
る
︒
お
腹
も
い
い
あ
ん
ば
い
だ
が

急
坂
の
街
道
の
石
畳
を
吹
き
上
げ
る

風
は
水
気
を
含
ん
で
冷
た
い
こ
と
︒

大
半
は
車
中
に
て
昼
食
︒
「
良
か
日

和
に
五
岳
眺
め
て
の
弁
当
開
き
な
ら

握
り
飯
の
う
ま
か
ろ
う
な
︒
」
標
柱

に
古
く
景
行
天
皇
九
州
巡
幸
の
み
ぎ

り
此
処
で
「
こ
の
国
に
人
あ
り
や
︒
」

と
問
わ
れ
た
故
事
あ
り
︒
熊
本
よ
り

阿
蘇
へ
の
要
路
に
当
り
外
輪
山
の
最

も
低
い
所
で
参
勤
交
代
時
足
軽
共
の

足
跡
を
踏
み
し
め
な
が
ら
延
々
と
続

く
石
畳
を
下
る
︒
西
南
戦
争
で
は
凄

ま
じ
い
攻
防
が
繰
り
返
さ
れ
た
と
い

う
︒
ふ
と
路
傍
の
石
に
道
普
請
に
駆

り
出
さ
れ
た
農
民
が
仕
事
の
合
間
に

堀
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か　
「
岩
坂
村
つ

く
り
」　
の
文
字
石
が
見
え
る
︒
岩
坂

は
白
川
を
隔
て
た
布
田
手
永
で
こ
こ

ま
で
三
里
︒
当
時
の
百
姓
の
姿
が
痛
々

し
く
偲
ば
れ
る
︒
参
勤
交
代
は
年
に

よ
り
多
少
の
差
は
あ
る
が
︑
上
り
下

り
の
供
の
人
数
︑
馬
の
頭
数
︑
駕
能

●

何
丁
と
定
め
ら
れ
豊
後
鶴
崎
か
ら
熊

本
ま
で
三
十
一
里
を
五
泊
と
し
概
ね

六
百
名
︑
十
頭
︑
十
五
丁
︒
途
中
涼
々

と
湧
水
あ
り
︒
自
然
信
仰
と
感
謝
の

心
が
相
候
っ
て
て
護
法
を
肥
り
お
地

蔵
様
の
詞
を
建
て
何
が
し
の
賓
銭
を

奉
じ
て
通
っ
た
で
あ
ろ
う
︒
旅
人
の

こ
こ
か
ら
右
と
左

二
手
に
別
れ
て
下

る
︒
膨
ら
ん
だ
猫

柳
︑
満
開
の
打
蓮

紫
蘭
の
桟
を
手
折

っ
て
は　
「
今
日
は

収
穫
の
あ
っ
て
よ

か
っ
た
」
と
女
性

達
︒
下
り
き
っ
た

処
で
程
よ
く
先
廽

り
し
た
車
に
乗
り

込
む
︒
「
や
や
も

一
グ
ル
ー
プ
の
姿
が

震^^^^^^^p^三
っ
た
ホ
テ
ル
「
山
王
閣
」

程
よ
い
露
天
風
呂
に
首

ま
で
浸
り　
「
有
難
や
年

寄
り
に
や
お
湯
が
一
番
︒

ホ
ン
に
幸
せ
な
あ
」
︒

追
い
上
げ
た
り
逃
げ
上

っ
た
り
で
混
浴
の
効
果
?

は
殆
ん
ど
O
︒
棚
ボ
タ

‥の
諺
は
生
き
て
い
る
︒

ホ
テ
ル
の
敷
地
内
黒
川

畔
に　
「
夏
日
瀬
石
」
記

念
館
が
古
色
蒼
然
と
仔

ん
で
い
る
︒
只
今
日
本

喉
を
潤
あ
し
た　
「
牛
王

の
水
」
を
聖
地
と
し
て
休
憩
の
場
と

な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
︒
現
代

人
な
ら　
「
こ
こ
に
ゃ
地
下
水
の
出
よ

る
ば
い
︒
」
と
そ
れ
だ
け
で
見
過
す
︒

な
い
︒
上
り
ゆ
く
ダ
ン
プ
︑
降
り
て

く
る
ト
ラ
ッ
ク
を
片
ッ
端
に
駐
め
て

「
こ
ぎ
ゃ
ん
し
た
風
の
グ
ル
ー
プ
ば

見
ら
ん
じ
ゃ
っ
た
で
す
か
︒
」　
「
見

ら
ん
ば
い
た
︒
」
と
冷
た
い
返
事
︒

ド
キ
ッ
と
す
る
︒
少
し
下
っ
て
路
ば

た
で
遊
ぶ
老
人
に　
「
此
処
は
何
て
い

う
所
で
す
か
」
と
言
え
ば
「
赤
水
の

車
帰
て
い
う
所
た
い
」
︒
「
こ
ら
縁

起
の
よ
か
暫
く
こ
っ
で
待
と
う
」　

と

腰
を
据
え
る
︒
待
つ
程
も
な
く
一
一
ヤ

二
ヤ
し
な
が
ら
全
く
思
い
が
け
な
い

方
か
ら
下
り
て
来
て
安
堵
の
胸
を
さ

す
る
︒
山
で
は
別
行
動
は
禁
物
だ
と

キ
‖
メ
ー
ト
ル

痛
感
す
る
︒
三
粁
足
ら
ず
で
あ
っ
た

ろ
う
が
坂
下
り
と
寒
さ
で
温
泉
に
入

ろ
う
と
云
う
︒
ふ
と
何
げ
な
く
立
寄

人
に
一
番
敬
愛
さ
れ
親
し
ま
れ
た
顔

の
胸
像
が
入
口
に
テ
ン
と
控
え
へ　
東

熊
百
年
の
今
年
は
ブ
ー
ム
も
手
僑
っ

て
嬉
し
い
限
り
︒
慶
応
三
年
生
ま
れ

の
英
文
学
者
で
明
治
期
文
名
大
い
に

轟
い
た
大
天
才
の
香
り
紛
紛
︒
明
治

二
十
九
年
五
高
に
赴
任
︒
中
根
鏡
子

と
結
婚
「
坊
ち
ゃ
ん
」
や
「
草
枕
」

で
名
を
成
し
た
彼
は
こ
の
二
階
の
室
で

「
一
一
百
十
日
」
を
寄
稿
し
て
い
る
︒
医

学
的
に
普
通
の
人
の　

二
・
三
倍
」

と
い
う
抜
群
の
頭
脳
を
有
し
た
が
定

家
︑
山
陽
と
並
び
栴
せ
ら
れ
る
ノ
イ

ロ
ー
ゼ
と
胃
潰
癌
に
悩
ま
さ
れ
大
正

五
年
十
一
月
二
十
九
日
「
無
題
」
と

い
う
詩
の
結
聯
に　
「
眼
耳
双
つ
な
が

ら
忘
れ
身
も
亦
失
う
空
中
独
り
唱
う

白
雲
の
吟
」　
の
句
に
は
死
の
予
言
さ

え
感
じ
ら
れ
'

十
日
後
の
十
一
l

月
九

日
四
十
九
才
で
不
帰
の
客
と
な
っ
て

い
る
︒
晩
年
の
人
生
観
「
天
に
則
り

私
を
去
る
」
は
西
郷
隆
盛
の
「
天
意
を

知
る
」　
の
心
象
で
利
己
を
捨
て
天
を

手
本
と
し
た
悦
惚
の
末
路
で
あ
っ
た

ろ
う
か
︒
ち
な
み
に
五
十
才
を
知
命

と
い
う
︒
参
勤
交
代　

革
靴
は
い
ち

や
行
け
だ
っ
た
︒

歩
こ
う
会
同
行
記
(

漢
詩
)

石
本
誠
喜

は
す
さ
ん
さ
ん
こ
J

つ
た
い
の
み
ち

歩
参
勤
交
代
遣

う
し
こ
う
た
す
わ
ん
と
ほ
っ
し
て
あ
そ
に
お　

む
く

旧
蹟
欲
訪
赴
阿
蘇

と
も
1
l

は
す
y
J

人
き
ん
こ
う
L
P
い
の
み
.
,
i

共
歩
参
勤
交
代
途

わ
ん
i
l

き
し
ル
・
つ
わ
ず
か
な
;
;

風
雨
多
年
僅
石
慧

さ
ん
さ
ん
,
T
J

け
ぴ
た
え
て
い
つ
け
い
こ
な
り

山
禽
叫
断
l

往
孤

【語訳】
旧
蹟　

古
い
足
跡

石
鷲　
石
だ
た
み

【意訳】
昔
の
人
の
歩
い
た
道
を
尋
ね
て
見

た
い
と
思
い
︑
皆
と
共
に
参
勤
交
代

の
道
を
歩
い
た
︒
多
年
の
風
雨
に
さ

ら
さ
れ
て
︑
今
は
僅
か
に
石
だ
た
み

の
み
が
残
っ
て
い
る
︒
山
鳥
の
声
も

な
く
︑
た
だ
一
す
じ
の
坂
道
が
ひ
っ

そ
­
と
し
ず
ま
り
か
え
っ
て
い
る
︒

弥
生
歩
こ
ら
会
記

要
田

中
日



毎日を一生懸命

な
な
し
ろ
再
発
見
七
城
町
散
策
シ
­
ー
ズ
︒

自分の町なのに
知らない事が

いっぱい
あるんだね。

中
L】

「
七
城
町
の
氏
神
様
」(その三)

文
責
文
化
財
保
護
委
員　
野
中
[

生

そ
の
l
(

平
成
七
年
十
l

月
号
)

に
て
︑
七
城
町
の
氏
神
様
の
分
類

を
︑
そ
の
二
(

平
成
八
年
三
月
号
)

で
は
︑
地
区
の
氏
神
様
の
行
事
で

珍
し
い
も
の
を
︑
そ
の
三
で
は
︑

そ
の
続
き
と
総
括
を
と
考
え
て
い

SHS

社
を
合
紀
し
た
と
あ
­
ま
す
︒
創

立
は
不
詳
で
す
が
妙
見
宮
に
つ
い

て
は
︑
菊
池
風
土
記
に
八
代
よ
り

勧
請
と
あ
­
ま
す
︒
山
崎
霊
社
に

つ
い
て
は
︑
菊
池
二
代
経
隆
公
孫

の
西
郷
隆
基
宗
紀
云
々
と
あ
­
ま

す
が
︑
現
在
︑
山
崎
霊
社
は
北
宮

に
転
配
し
て
あ
る
と
の
こ
と
で
す
︒

山
崎
菅
原
神
社
は
︑
今
日
改
築
さ

れ
落
成
し
ま
し
た
︒

水
次
菅
原
神
社

創
立
天
正
十
年
四
月
(

一
五
八
三
)

同
区
久
保
の
下
に
神
殿
を
造
営
L
t

熊
野
富
を
勧
請
と
あ
り
︑
天
正
十

三
年
十
一
月
十
五
日
神
殿
を
現
在

に
移
し
改
め
て
太
宰
府
天
満
宮
を

勧
話
す
と
わ
ず
か
三
年
の
間
に
熊

野
宮
か
ら
天
満
宮
と
当
時
地
区
の

天
神
信
仰
の
盛
ん
だ
っ
た
こ
と
が

う
か
が
え
ま
す
︒

▲水次菅原神社

こ
の
外
に
も
︑
肥
後
国
語
に
て

も
有
名
な
水
次
八
天
神
(

歌
丸
天
神
・

松
岡
天
神
・
西
口
天
神
・
小
林
天

神
・
古
間
天
神
・
岩
津
天
神
・
十

連
木
天
神
・
久
保
天
神
)

が
あ
­
ま

す
︒
こ
れ
は
︑
西
か
ら
東
に
順
不

同
で
記
し
ま
し
た
が
︑
こ
の
う
ち

古
間
天
神
は
一
戸
へ　
他
は
五
戸
­

八
戸
と
云
う
氏
子
が
あ
­
水
次
区

天
神
信
仰
の
基
と
な
っ
て
い
ま
す
︒

こ
の
他
に
境
内
神
社
秋
葉
神
社
飛

地
境
内
神
社
と
し
て
菊
池
十
八
外

城
の
ひ
と
つ
神
尾
城
止
に
居
屋
敷

三
宮
神
社
が
あ
­
ま
す
︒

今
︑
七
城
氏
神
様
の
三
分
の
1
程

度
の
発
表
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
︒
こ
こ
で
清
水
若
宮
神
社
・

砂
田
若
宮
神
社
を
例
に
と
っ
て
み

ま
す
と
両
社
と
も
菊
池
風
土
記
に

よ
れ
ば
︑
祭
神
は
鎌
倉
御
霊
の
神

と
あ
り
ま
す
︒
後
年
菊
池
二
代
経

隆
公
を
合
把
︑
砂
田
若
宮
神
社
は

仁
徳
天
皇
を
合
配
と
あ
る
よ
う
に

ほ
と
ん
ど
の
氏
神
様
が
合
肥
の
神
々

を
祭
っ
て
あ
­
ま
す
事
は
︑
い
か

に
氏
子
の
信
仰
心
が
広
大
な
も
の

で
あ
っ
た
か
と
思
考
さ
れ
ま
す
︒

今
日
へ　
氏
神
様
を
祭
る
社
が
氏

子
の
信
仰
の
場
と
し
て
存
在
し
て

い
ま
す
が
︑
大
昔
は
社
の
様
な
も

の
は
な
­
何
々
の
森
と
か
神
木
と

か
岳
の
台
地
等
に
信
仰
の
場
と
し

て
︑
今
の
氏
神
に
代
わ
る
と
こ
ろ

が
あ
り
ま
し
た
︒
日
本
は
神
国
で

す
か
ら
そ
の
ま
ま
の
姿
で
不
思
議

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
し
五
世
紀

頃
か
ら
仏
教
の
伝
来
が
あ
­
仏
教

が
仏
像
を
仏
殿
に
祭
­
信
仰
す
る

の
に
対
し
て
︑
神
教
は
神
像
を
祭

­
神
殿
と
し
各
々
の
信
仰
を
深
め

て
ま
い
り
ま
す
が
対
象
と
な
る
人

は
同
じ
で
何
時
か
神
仏
混
合
の
様

な
時
が
続
き
ま
す
が
︑
い
つ
し
か

お
寺
と
神
社
と
云
う
よ
う
に
信
仰

の
場
が
替
わ
っ
て
今
日
の
様
な
時

代
と
な
­
ま
す
︒
か
っ
て
神
仏
混

合
の
時
代
の
名
残
り
と
し
て
何
処

の
氏
神
様
に
も
彼
岸
ご
も
­
等
仏

教
本
来
の
行
事
が
氏
神
様
に
残
っ

て
い
ま
す
︒
考
え
て
見
ま
す
と
現

在
の
公
民
館
的
役
割
が
氏
神
様
に

よ
­
行
わ
れ
へ　
氏
神
様
を
中
心
と

す
る
氏
子
の
団
体
が
今
日
ま
で
千

数
百
年
の
間
︑
村
人
の
安
寧
と
秩

序
を
護
り
み
ご
と
に
七
城
町
の
郷

土
を
形
成
し
て
き
ま
し
た
︒
生
ま

れ
て
初
め
て
お
参
­
し
た
氏
神
様

こ
そ
後
日
︑
他
郷
に
生
活
す
る
事

●

に
な
っ
て
も
忘
れ
る
事
は
で
き
な

い
︒
郷
土
を
育
む
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
氏
神
様
を
大
切
に
す
る
事
は

郷
土
愛
の
精
神
に
も
つ
な
が
­
ま

+

*

蝣

'

こ
の
度
︑
色
々
と
調
査
す
る
中

に
仝
氏
神
様
に
大
変
な
歴
史
と
個

性
が
あ
­
︑
こ
れ
を
中
心
と
し
た

氏
子
の
方
々
の
生
活
の
中
に
独
特

の
風
俗
を
醸
し
て
い
る
事
を
感
じ

ま
し
た
︒

誕
生
お
め
で
と
う

●

結
婚
お
め
で
と
う

お　

く　

や　

み

心よりご冥福を
お祈りいたします。

短
歌
の
窓

閉　

所

益
城
町

西
合
志
町

内　

島

倉
野
尾
英
樹

井
上
聖
子

岩
下
典
秀

佐
久
間
千
春

有働　
l　

文

宮
本
タ
ミ
子

古
賀
正
明

福
田
香
代
子

))))

西　
郷　
　

丸
山
カ
メ
ヲ
(
9
5
才
)

甲
佐
町　
　

古
関　
守
(
9 
2
才
)

本　
村　
　

赤
星　
堅
(
6
0
才
)

香　

典　

返　

し

清
原
隆

高
松
哲

岡
本
芳

iiEl古電

古
閑
久

柴
尾
良

西　

郷　
　

丸
山　

順
子

甲
佐
町　
　

古
閑　

昭
広

本　

村　
　

赤
星
佳
代
子

町
社
会
福
祉
協
議
会
に
香
典

返
し
の
意
味
で
寄
付
が
あ
り
ま

し
た
︒
こ
こ
に
報
告
し
お
礼
申

生きてます。

指
導
者　

上
村
耕
一
郎

病
む
夫
を
た
の
し
ま
せ
い
し
庭
辛
夷
今
日
の
嵐
に
花
び
ら
が
舞
う

間　
所　
高
木
シ
ゲ
コ

庭
先
に
咲
き
か
け
し
ま
ま
水
仙
の
春
の
嵐
に
乱
れ
伏
し
た
­

間　

所　

田
中
ミ
ツ
ヨ

職
退
き
て
年
経
る
吾
に
教
へ
子
が
進
学
合
格
を
声
上
げ
告
ぐ
る

梶　

迫　

下
川
ツ
ギ
オ

畑
の
草
取
る
事
無
性
に
我
が
楽
し
ま
さ
し
­
母
の
血
が
流
れ
い
て

新
古
間　

佐
　々

照
子

深
々
と
土
を
起
せ
ど
意
外
な
­
小
さ
き
里
芋
一
つ
出
で
来
ぬ

上
橋
田　

村
上　

幾
雄

今
年
ま
た
花
つ
け
て
居
り
老
梅
に
向
い
て
我
は
背
筋
を
伸
ば
す

甲
佐
町　

池
田
カ
ツ
子

児
等
が
来
る
今
日
雛
祭
り
一
文
字
の
ぐ
る
ぐ
る
巻
き
の
吾
が
指
踊
る

五　

海　

西
村　

澄
子

ザ
ッ
ク
リ
と
切
れ
ば
黄
色
の
膏
あ
­
白
菜
は
春
の
息
吹
を
包
む

五　

海　

高
木　
　

精

連
れ
立
ち
て
夫
と
旅
せ
し
目
思
い
出
す　

テ
レ
ビ
が
映
す
長
江
見
つ
つ

高　

田　

栃
原　

宏
子

人
気
な
き
野
の
道
声
あ
げ
歌
う
と
も
雲
雀
に
叶
は
ぬ
羽
根
を
も
た
ね
ば

水　

次　

松
岡
み
ち
え

人
生
の
並
木
道

町
の
人
の
動
き
t　

冠
婚
葬
祭
情
報

也



野中一平さん(梶迫)
3月30日・31日の2日間にわたり、 1996年イタリアジュニア国際柔道大会がシ工ナ市で開催され、

日本代表(65kg級)として参加した野中一平さん(現・鎮西高3年)がみごと優勝・金メダルを獲得し
ました。

予選から決勝までの6試合をほとんど一本勝という圧勝でした。今後益々のご活躍を祈念します。

●
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こ

生
命
・
財
産
を
守
る
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